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阿賀野市条例第２１号  

   阿賀野市証人等に対する実費弁償に関する条例  

 （趣旨） 

第１条 この条例は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２０７条、公

職選挙法（昭和２５年法律第１００号）第２１２条第３項及び農業委員会等

に関する法律（昭和２６年法律第８８号）第３５条第４項の規定に基づき、

市議会、委員会及び公聴会等に証人、参考人等（以下「証人等」という。）

が出頭し、又は参加した場合の実費弁償に関し必要な事項を定めることを目

的とする。 

 （実費弁償の額） 

第２条 実費弁償は、鉄道賃、船賃、航空賃、車賃、日当及び宿泊料とする。

ただし、証人等が市内に居住する者であるときは、日当のみとする。 

２ 日当は、１日につき４，０００円とする。 

３ 鉄道賃、船賃、航空賃、車賃及び宿泊料は、阿賀野市職員等の旅費に関す

る条例（平成１６年阿賀野市条例第５２号）に規定する一般職職員等の例に

より算定した額とする。 

４ 前２項の場合において、公務員がその職務のため出頭し、又は参加した場

合は、この限りでない。 

 （支給方法） 

第３条 前条に規定する額の支給方法等は、本市職員に対する旅費支給の例に

よる。 

 （証人等に関する規定の準用） 

第４条 第１条に規定する者以外の者で、市の機関の求めに応じ証人等として

出頭し、又は参加した費用の実費を弁償する場合においては、別に法令の規

定により定めるもののほか、前２条の規定を準用する。 

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 

  

  

 

4.11.21 


